
《
《
］
①
一
①
Ｒ
画
の
ご
里
目
①
巳
①
唱
閏
冤
》
こ
の
文
章
は
四
百
年
前
の
フ
ラ
ン
ス
古
語
の
た
め
、
種
々
の
ス
ペ
ル
と
訳
が
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず

１
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
こ
う
。
従
来
こ
の
訳
は
「
わ
れ
包
帯
し
、
神
な
お
し
給
う
」
と
さ
れ
て
き
た
。
「
パ
ン
セ
」
に
は
「
考
え
る
」
と
い
う
意

０２伽
味
の
ほ
か
「
包
帯
す
る
」
「
処
置
を
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
大
村
先
生
は
「
私
が
処
置
を
し
、
神
が
な
お
し
給
う
た
」
の
過
去
形
を
最

搗
適
訳
と
し
た
。
杉
田
玄
白
の
「
医
事
不
如
自
然
」
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
千
二
百
ペ
ー
ジ
の
「
パ
レ
全
集
」
の
数
か

錘
所
に
見
ら
れ
る
の
で
、
パ
レ
自
身
か
な
り
気
に
い
っ
た
言
葉
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
九
八
二
一
（
昭
和
五
十
八
）
年
た
ま
た
ま
私
が
日
本
医

８詞
史
学
会
会
長
を
引
き
受
け
た
。
会
長
講
演
が
神
奈
川
の
医
史
学
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
た
め
、
神
奈
川
の
会
昌
（
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に

土
ひ
な
っ
た
。
中
で
も
大
村
先
生
に
は
講
演
の
項
目
、
レ
イ
ア
ウ
ト
そ
の
他
に
つ
い
て
御
自
分
か
ら
手
伝
い
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
そ
の
お

壹
凶雑

か
げ
で
私
の
つ
た
な
い
文
章
が
素
晴
ら
し
く
立
派
な
文
章
に
様
変
わ
り
し
た
こ
と
を
、
現
在

学
Ｊ
Ｔ
“
ロ
ー
織
溌
溌
蕊
蕊
脅
で
も
感
謝
し
て
い
る
。

史
ｌ
‐
１
１
‐
‐
‐
ｌ
‐
ｌ
‐
１
１
‐
！
‐
‐
‐
！

医
。

本
日
な
お
一
九
八
三
年
日
本
医
史
学
会
が
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
の
が
刺
激
と
な
っ
て
『
日
本
医

９

９
ゞ

２

大
村

敏
郎
先
生
を
悼
む

日
本
医
史
学
会
理
事

大
滝

紀

雄
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か
思
い
当
た
ら
な
い
。
大
村
先
生
は
一
九
六
四
年
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
を
卒
業
、
一
九
七
一
～
二
年
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て

パ
リ
大
学
コ
シ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
ロ
ァ
イ
ア
ル
外
科
留
学
。
そ
の
後
約
二
十
年
後
の
一
九
九
○
年
十
一
月
に
は
、
パ
レ
没
後
四
百
年
祭
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
取
材
に
同
行
し
て
、
彼
は
再
度
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
た
。
最
初
の
留
学
は
フ
ラ
ン
ス
外
科
学
を
研
究
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
彼
は

そ
れ
だ
け
で
無
く
、
フ
ラ
ン
ス
医
史
学
を
詳
細
に
研
究
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
彼
は
川
崎
市
立
井
田
病
院
総
合
医
療
部
長
、
川
崎
市

立
高
津
保
健
所
長
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
客
員
教
授
の
要
職
に
あ
り
な
が
ら
も
、
医
史
学
の
研
究
は
片
時
も
休
ま
な
か
っ
た
。

大
村
先
生
は
医
療
の
シ
ン
ボ
ル
の
原
点
が
聴
診
器
と
注
射
器
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
ま
ず
第
一
に
聴
診
器
の
発
明
者
で
あ
る
ラ
エ
ネ
ッ
ク

の
跡
を
訪
ね
た
。
パ
リ
か
ら
は
る
か
西
、
大
西
洋
に
飛
び
出
し
た
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
半
島
に
カ
ン
ペ
ー
ル
が
あ
る
。
こ
こ
が
ラ
エ
ネ
ッ
ク
の
生

誕
地
で
あ
る
。
第
二
の
注
射
器
の
ふ
る
さ
と
が
ブ
ラ
ヴ
ア
ー
ズ
で
あ
る
た
め
彼
は
そ
こ
を
訪
れ
ブ
ラ
ヴ
ア
ー
ズ
第
一
号
注
射
器
を
確
か
め
に

行
っ
た
。
此
処
は
パ
リ
よ
り
東
南
、
新
幹
線
Ｔ
Ｇ
Ｖ
の
リ
ョ
ン
駅
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
第
三
の
パ
レ
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
プ
ー
ル
・

エ
ル
サ
ン
村
は
現
在
で
は
そ
の
名
が
見
当
た
ら
な
い
。
分
か
っ
て
い
る
の
は
、
ラ
ヴ
ア
ル
に
近
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
現
在
こ
こ
は
ラ
ヴ
ア
ル
市
に
吸
収
さ
れ
ラ
ヴ
ア
ル
市
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
ヴ
ア
ル
は
パ
リ
か
ら
ラ
エ
ネ
ッ
ク
が
生
ま
れ
た
カ

ン
ペ
ー
ル
ヘ
向
う
途
中
に
あ
る
。
こ
の
三
か
所
を
大
村
先
生
は
つ
ぶ
さ
に
歩
い
て
回
り
、
実
際
に
確
か
め
ら
れ
た
。
『
聴
診
器
と
注
射
器
の
ふ

る
さ
と
』
一
九
八
八
年
、
考
古
堂
書
店
発
行
、
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

大
村
先
生
は
こ
こ
数
年
間
腎
機
能
障
害
を
患
い
、
一
進
一
退
で
あ
り
、
人
工
透
析
な
ど
を
行
な
い
、
一
時
小
康
状
態
を
保
っ
た
が
そ
の
効

な
く
、
遂
に
計
音
に
接
す
る
に
至
っ
た
。
誠
に
惜
し
ん
で
も
あ
ま
り
が
あ
る
。


